
研修目標
急性期を含む傷病の様々なフェーズにおける

リハのニーズに的確に対応できる専門的知識・技

能を修得することを目標とします。日本リハ医学

会が認定するリハ科専門医の取得がコースの目

標となります。同時に、リハ医療の中核である理

学療法、作業療法、言語聴覚療法の処方とともに、

必要があれば医療関係者のみならず、保健、福祉、

教育関係者などとも適切に連携しながら問題解

決を図れるチームワークの実践者となることを

目指します。 

また、基本となる領域の知識・技能の習得と整

理という意味で、日本内科学会の認定内科医受験

などについても希望者には配慮します。サブスペ

シャリティとも関係しますが、臨床神経生理学な

ど関連領域を掘り下げる研修、プライマリケアや

老年医学などを志す方が選択する領域としての

短期の研修にも柔軟に対応します。 

経験できる症例、手技・検査
附属病院では、多くの診療グループから多彩な

疾患例が紹介されます。病棟で入院患者を受け

持っての診療は、学外の病院で行い、リハを専門

とする病棟では、脳血管障害、外傷性脳損傷、脊

髄損傷、運動器疾患・外傷が主な対象となります。

急性期を扱う病院では、医療機関の円滑な連携を

支援することも重要な仕事となり、回復期病棟で

は、地域社会への復帰促進を図ります。 

なお、リハ科専門医を取得するためには、最低

限下記の表にある疾患群のリハを経験する必要

があります。 

症例要約提出の必要な領域の疾患

領域１ 脳卒中、その他の脳疾患 

領域２ 脊髄損傷、その他の脊髄疾患 

領域３ 関節リウマチ、その他の骨関節疾患 

領域４ 脳性麻痺、その他の小児疾患 

領域５ 神経及び筋疾患 

領域６ 切断 

領域７ 呼吸器・循環器疾患 

領域８ その他（悪性腫瘍、熱傷など）

研修プログラム例
附属病院では、いわばコンサルテーションを受

ける形での診療を通じて、総論的な研修を行ない

ます。病棟で入院患者の治療にあたる研修は、協

力病院で行いますが、特に茨城県立医療大付属病

院では、県内随一のリハ専門病院として専門的な

研修が行えるよう協定を結んでいます。一例とし

て、以下のようなプログラムでの研修が可能です。

卒後３年目：リハ部６ヶ月＋附属病院内で希望す

る科（リハに関連が深い領域、特に研修を希望す

る領域）計６ヶ月。 

卒後４～５年目：茨城県立医療大学付属病院を始

め、県内外の研修協力病院（回復期病棟）。 

卒後６年目：附属病院リハ部１年。

その他

ロボットスーツを用いた歩行練習

養成コース長：山崎正志　教授
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　検査や治療手技としては、神経伝導検査、筋

電図、経頭蓋磁気刺激などの神経生理学的検査、

嚥下内視鏡検査、嚥下造影検査などの嚥下機能

検査、さらに、筋電図や超音波装置を併用した

先進的なボツリヌス毒素治療などの小児および

成人の痙縮治療などについて、研修する機会が

豊富にあります。

　筑波大学工学系との連携により、様々な医工

連携の実践の場になっています。ロボットスー

ツHALの活用、生活支援ロボット・筋電義手・

新たな下肢装具の開発、各種動作解析などの研

究も進行中です。パイオニア精神のある方、大

歓迎です。

リハࣅリテーション医療
リハࣅリテーション（以下リハ）医療は、ࣄト

の生活機能に↔Ⅼをᙜて、疾患や外傷によるᚰ㌟

の機能障害、日ᖖ生活のไ限、社会ཧຍのไ⣙と

いった問題の解決に主║を置いた医療です。多く

の領域を⦕の下で支える地味なᙺ๭という༳象

はྰめまࡏんが、QOLのྥୖさࡏるために重要な

領域であることは、ᗈく認識されています。しか

しながら、ᡃ がᅜでは、専門とする医ᖌが៏性的

に୙㊊しています。 

附属病院のリハ部では、࡯とんどあらࡺる科か

ら౫㢗を受け、小児から㧗㱋者まで、あらࡺる年

㱋ᒙの方、ᴟめて多彩な基♏疾患を᭷する方に対

応しています。໅めるためには、඲㌟管理の基♏

知識とともに多くの疾患の一⯡的な治療からそ

の๪作用に⮳るまで、基本を㌟につけながら、新

たな知ぢについても᝟ሗを཰㞟する能力が必要

とされます。また、筋・㦵᱁系といった運動器、

動作・行動をコントロールする神経系、これらの

機能を支える࿧྾・ᚠ⎔・௦ㅰについて精通して

いなければなりまࡏん。 

リハ科専門医の୙㊊
（日本リハ医学会からの࣓ッࢭーࢪよりᢤ⢋） 

疾病は病ᅉを治療し、外傷はᵓ造と生理機能を

修復することが医療の本㉁であることに㛫㐪い

はありまࡏん。治療の１つのࢱーࢤットは疾病を

生じた⮚器であり、治療によりある⛬ᗘ機能を回

復さࡏることができます。しかし、疾病や外傷の

結ᯝ生じたᚰ㌟の症≧は、⮚器の治療ࡔけではよ

くなりまࡏん。 

脳卒中などで急性期治療が⤊わると、ࠕ後はリ

ハ とࠖよく言われます。リハでは、専門のࢭラࣆ

スト（理学療法ኈ、作業療法ኈ、言語聴覚ኈ）が

運動機能、日ᖖ生活動作、言語機能、嚥下機能な

どの治療にあたります。しかし、医学的᰿ᣐに基

࡙き、ఱをどこまで・どのように・いつまでにⰋ

くしようという計⏬をしないと、᭷ຠなリハࣅリ

テーションが実᪋できまࡏん。この計⏬に始まり、

症≧を治療し、生活機能のタ計を行い、Ᏻᚰした

生活の⥔持にᐤ୚するのがリハ科専門医です。症

≧の治療にᙉいスペシャリストであり、⮚器の治

療とはูなテクニックを持っています。また、専 

門ศ໬が進む医学研究にリハࣅリテーションの

視Ⅼを取り入れて、各ศ㔝に新たな切りཱྀをもた

らすことができます。 

⌧ᅾリハ科専門医は、必要ᩘの༙ศ⛬ᗘしか‶

たされていないのが⌧≧です。ࠕあとは任ࡏた㸟ࠖ

と⮬ಙを持って言えるࡔけでなく、あと先問わず

にవ計な機能障害の発生をண㜵できるよう病院

中に㢦をฟすリハ科医が一人でもቑえることが

望まれています。 

ᑗ᮶の進㊰
඲ᅜ的に病院のリハ部門では、大学の附属病院

を含めて、専ᚑ、ව任ともに他科の医ᖌが໅めて

いることも多く、ここにᑡなからずニーズが₯ᅾ

しています。最㏆は開業して地域の保健・医療・

福祉のコーࢹィࢿートにᑾ力している医ᖌもቑ

えてきました。リハ科専門医の活動を⫋域でศ㢮

すると、このリハ医学・医療における臨床（急性

期、回復期、⥔持期）、教育、研究あるいは行ᨻ

など多ᒱにわたります。㧗㱋໬の進ᒎ、医療の㧗

ᗘ໬などにకい、リハの対象となる疾患・障害は

ますますቑຍし、リハ医学・医療に対するニーズ

は㣕㌍的に㧗まっています。

<理学療法ᐊ> 病棟とは㐪うጼの患者さんにฟ

会えます。

リࣅࣁリࣥࣙࢩ࣮ࢸ⛉་㣴ᡂࢫ࣮ࢥ

⟃Ἴ኱Ꮫ㝃ᒓ⑓㝔リࣅࣁリࣥࣙࢩ࣮ࢸ㒊
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